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１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 
  
  売上高の会計処理の方法の最近連結会計年度
における認識の方法との相違の有無 
 

 
： 無 

 
２．平成 16 年 3 月期第 3四半期業績の概況（平成 15 年 4 月 1 日 ～ 平成 15 年 12 月 31 日） 
 
（１）売上高 

（金額表示 百万円未満切捨て） 
 売 上 高 増減率 
 百万円 ％ 

16 年 3 月期第３四半期 254,155 － 

15 年 3 月期第３四半期 － － 

(参考)15 年 3 月期 341,667  

（注）売上高は当該四半期までの累計値を記載しております。 
当連結会計年度より四半期業績の開示を行っているため、前年同四半期実績及び 
増減率については記載しておりません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜事業の種類別売上高＞ 
16 年 3 月期第３四半期 
自 平成15年  4月  1 日 
至 平成15年12月 31日 

15 年 3 月期 
自 平成 14 年 4 月  1 日 
至 平成 15 年 3 月 31 日 

 
 
 

金額 構成比 金額 構成比 
 百万円 ％ 百万円 ％ 

流通情報システム事業 117,249 46 156,689 46 
画 像情報通信事業 125,015 49 171,385 50 
家 電 事 業 他 15,459 6 18,701 5 
消 去 △3,569  △5,109  

合 計 254,155 100 341,667 100 
 
 
（２）当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象 
    
     該当する事象はありません。 

当第３四半期のわが国経済は、依然として厳しい雇用情勢や物価の下落などからデフレ局面を克

服するまでには至りませんでしたが、米国経済等の回復に伴い、輸出や設備投資に回復の動きが見

られ、個人消費も底堅く推移するなど、明るい兆しが見られました。 

このような状況下におきまして、当グループは、「変革と創造による高収益グループへの構造転

換」を基本方針とした中期経営計画の達成に向けて、成長分野を中心に競争力ある商品を開発・市

場投入するとともに、営業力の強化と営業効率の改善、調達コストの削減、資源投入の厳選と資産

効率の向上、グループ経営力の強化等に取り組んでまいりました。当第３四半期の売上高は 2,541

億 55 百万円となりました。 



２ 

    
 
 
３．平成 16 年 3 月期の連結業績予想（平成 15 年 4月 1 日 ～ 平成 16 年 3月 31 日） 
 
 
 
 
 
 

 売上高 経常利益 当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 

通       期 354,000 13,400 7,600 

      (参考)１株当たり予想当期純利益（通期） 27 円 09 銭 
 

(参考)平成 16 年 3 月期の個別業績予想（平成 15 年 4 月 1 日 ～ 平成 16 年 3 月 31 日） 

１株当たり年間配当金  
売上高 経常利益 当期純利益 

期 末  
 百万円 百万円 百万円 円 銭 円 銭 

通   期 244,000 6,700 3,100 3.00 6.00 

 

（業績予想に関する注意事項） 

上記の予想は本資料の作成時点において入手可能な情報に基づいて作成したものです。実際の業績は、今後様々
な要因によって予想値と異なる場合があります。 

 
 

以 上 

 平成 15 年 10 月 29 日に公表した通期の業績予想を見直した結果、画像情報通信事業における

流通在庫の圧縮等により、売上高については 40 億円減少する見込みです。経常利益及び当期純

利益については、原価低減、固定費圧縮等により前回通りの見込みです。 


